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解説

(1) 力学的エネルギー保存則：mgh = 1
2

mv2 より，v =
√

2gh

(2) 速度の x 方向成分は，v sin θ のまま変化せず，速度の y 方向成分は衝突後に ev cos θ となる。したがって，tan α =
e

tan θ

(3) −ev cos θ = ev cos θ − gt cos θ から A点に達するまでの時間を求めると，t = 2e

√
2h

g
．

したがって，xA = vt sin θ + 1
2

gt2 sin θ = 4e(1 + e)h sin θ

(4) t

2
のとき小球は斜面から最も離れるので， 1

2
g

(
t

2

)2
cos θ = e2h cos θ

(5) 衝突後の速度の y 方向成分の大きさは衝突ごとに e 倍になることより e 倍 とわかる．
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解説

(1) 導体棒に生じる誘導起電力が 0なので，導体棒に流れる電流は−x向きで，大きさ I0 = V0

R
．導体棒を流れる電流が磁場から受ける

力の大きさ F0 = I0BL =
V0BL

R
〔N〕

(2) 導体棒にはたらく重力の大きさをW〔N〕，垂直抗力の大きさをN〔N〕とすると，導体棒に作用する力のつりあいは，y成分，z成分
について，

y成分： 1
2

N = V1BL

R
z成分：N = W

これらからN を消去すると，W =
2V1BL

R
〔N〕

(3) 求める速さを v1〔m/s〕とすると，導体棒に生じる誘導起電力は v1BL．導体棒を流れる電流が磁場から受ける力F1 = V1 − v1BL

R
BL

となる．y成分についての力のつりあい 1
4

N = V1 − v1BL

R
BLを解くと，v1 =

V1

2BL
〔m/s〕

(4) 求める電圧を V2〔V〕，垂直抗力の大きさをN ′〔N〕とする．導体棒が磁場から受ける力の向きが斜め下向きであることに注意すると，
導体棒に作用する力のつりあいは，y成分，z成分について，

y成分： 1
4

N ′ = 1√
2

· V2

R
BL z成分：N ′ = W + 1√

2
· V2

R
BL

これらからN ′ を消去し，W の値を代入すると， V2

V1
= 2

√
2倍

(5) 求める速さを v2〔m/s〕，垂直抗力の大きさをN ′′〔N〕とする．導体棒に生じる誘導起電力の大きさが 1√
2

v2BL〔V〕であることに注

意する．導体棒に作用する力のつりあいは，y成分，z成分について，

y成分： 1
4

N ′′ = 1√
2

·
V2 − 1√

2
v2BL

R
BL z成分：N ′′ = W + 1√

2
·

V2 − 1√
2
v2BL

R
BL

これらからN ′′ を消去し，W の値を代入すると，v2 =
8V1

3BL
〔m/s〕
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解説

(1) 反応前後の静止エネルギーの差がW と等しいのでW = m3c2 + m4c2 − m1c2 − m2c2

よって，選択肢はオ
(2) 運動エネルギーの減少分がW に変換される。よって，選択肢はア

(3) vG = m3v3 + m4v4

m3 + m4
と V = v3 − v4 から v3 と v4 を vG と V で表し，次の式に代入すると

1
2

m3v3
2 + 1

2
m4v4

2 = 1
2

(m3 + m4)vG
2 + 1

2
m3m4

m3 + m4
V 2

よって，選択肢はイ
(4) 吸熱反応が起こるのに必要な最小の運動エネルギーK を粒子 1がもつ場合，反応後の相対速度 V = 0となる。したがって，反応前後
での運動量保存則よりm1v1 = (m3 + m4)v3 ... v3 = m1

m3 + m4
v1

よって，選択肢はエ
(5) 反応前後のエネルギー保存則に相対速度 V = 0を代入すると

K = W + 1
2

(m3 + m4) v3
2

= W + m1

m3 + m4
K ((4)とK = 1

2
m1v1

2を用いた)

... K = m3 + m4

m3 + m4 − m1
W

よって，選択肢はウ
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4 (1) エ (2) ウ (3) ア (4) エ (5) イ
解説
状態 Xの圧力，体積をそれぞれ PX，VX とする．

(1) 問題の図より，状態 B，Cの体積は絶対温度に比例するので，

V0

T1
= VC

T2
... VC = T2

T1
V0

よって，選択肢はエ
(2) (1)の結果を用いると，状態 Cにおける状態方程式より，

PC × T2

T1
V0 = RT2 ... PC = RT1

V0

よって，選択肢はウ
(3) 問題の図より，状態A，Dの体積は絶対温度に比例する．状態方程式より，D→Aは定圧変化であることがわかる．状態Aにおける
状態方程式より，

PAV0 = RT0 ... PA = RT0

V0

したがって，

PD = PA = RT0

V0

よって，選択肢はア
(4) 過程 A→ Bの間に気体がした仕事は 0であるから，求める仕事をWcycle とすると，

Wcycle = PC(VC − VB) + W + PD(VA − VD)

= R(T2 − T1) + W + R(T0 − T2)

= W + R(T0 − T1)

よって，選択肢はエ
(5) 過程 C→ Dは等温過程であるから，内部エネルギーの変化はなく，吸収した熱量は気体がした仕事W に等しい．また，吸熱過程は

A→ B，B→ C，C→ Dであるから，1サイクルで実際に気体が得た熱量は，

3
2

R(T1 − T0) + 5
2

R(T2 − T1) + W

したがって，熱効率は，

W + R(T0 − T1)
3
2

R(T1 − T0) + 5
2

R(T2 − T1) + W
= W + R(T0 − T1)

W + R
2 (5T2 − 2T1 − 3T0)

よって，選択肢はイ
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講評

1 [力学：斜面への連続衝突]（標準）
斜面への斜め方向の衝突についての標準的な問題。類題を扱ったことがあれば素早く解くことも可能。できれば完答したい問題。

2 [電磁気：磁場中の導体棒の運動]（やや難）
レールと導体棒の間に摩擦があるものの前半は標準的な問題。(4)，(5)は導体棒に流れる電流が受ける力が斜め下方向にかかるため，

垂直抗力に影響を与えることに気をつける必要があり，やや難しい。

3 [原子：原子核反応]（標準）
原子核の吸熱反応に関する問題。(1)～(4)は標準的だが，(5)はやや難しい。(4)まで正解できれば十分だろう。

4 [熱：サイクル（T − V グラフ）]（標準）
気体の状態変化が T − V グラフの形で与えられている問題だが，内容は標準的。(5)の計算がやや重いが，できれば完答したい。

総評

難易度は 2023年度の 1日目と同程度。大問 2の後半と大問 3の最後は解きにくいが，大問 1と大問 4は完答してほしい。
目標得点率は 70 %

メルマガ無料登録で全教科配信！

https://yms.ne.jp/

03-3370-0410

本解答速報の内容に関するお問合せは… メビオ 0120-146-156まで

https://www.mebio-eishinkan.com/

0120-192-215
https://www.mebio.co.jp/0120-146-156 登録はこちらから

大阪府大阪市中央区石町2-3-12 ベルヴォア天満橋
天満橋駅（京阪/大阪メトロ谷町線）より徒歩3分0120-146-156

フリーダイヤル

【受付時間】 9：00～21：00 （土日祝可）
校舎にて個別説明会も随時開催しています。

詳しくはWebまたはお電話で

医学部後期模試
近畿大学医学部（金）

（月）金沢医科大学
2/16
2/19

医学部後期入試
ガイダンス
2/4 (日) 14:00～14:30

大阪梅田ツインタワーズ・ノース

後期入試もチャンスあり！最後まで諦めない受験生をメビオは応援します

詳しくはこちら 詳しくはこちら


